
日本原子力学会 保健物理・環境科学部会 
平成 16 年春の年会（岡山大学） 総会 

（平成 16 年 3 月 30 日 12 時～13 時 F 会場） 
 
 
議 事（案） 
 
 
１．部会長挨拶  小佐古敏荘（東大） 
 
２．部会内規の改正について（資料１） 
 
３．次期役員の選任について（資料２、３） 
 
４．平成年 15 年度部会決算見込（資料４、５） 
 
５．平成 16 年度部会予算案（資料４、６） 
 
６．平成 15 年度部会活動報告（資料７－１、７－２） 
 
６．平成 16・17 年度評議員選挙について（資料８） 
 
７．企画委員、学会誌編集委員、プログラム委員からの活動報告 
 
８．副部会長挨拶 内田滋夫（放医研） 
 



資料１ 
 
日本原子力学会「保健物理・環境科学部会」内規 
 

平成 12 年 4 月 21 日運営委員会承認 
平成 13 年 9 月 19 日運営委員会改正 
平成 16 年 1 月 26 日運営委員会改正 

 
1.趣旨 
この内規は保健物理・環境科学部会規約に基づき、保健物理・環境科学部会（以下、「本部
会」という。）の具体的な運営の方法について定めるものである。 
 
2.総会 
(1)本部会の総会を年 1 回以上、学会春の年会あるいは秋の大会時に開催する。 
(2)総会では、本部会の事業、予算、決算、運営等に関する重要事項について審議する。 
 
3.部会費 
本部会の部会費は、学会が定めるところによる。 
 
4.運営委員会の構成 
(1)本部会に次の役員からなる運営委員会を置く。 
部会長  1 名 
副部会長 2 名 
運営委員 若干名 
会計監査 運営委員の内より 1 名 

(2)部会長、副部会長及び運営委員の中から選ばれた幹事若干名により、常任委員会を構成
する。 
 
5.運営委員会の職務 
(1)運営委員会は、本部会の運営の中心となり、本部会の運営に関する重要な事項を審議す
る。 
(2)常任委員会は、本部会の経常的な運営を行い、本部会の運営に関する事項を分担する。 
(3)部会長は、本部会を代表し、本部会の職務を総括する。 
(4)副部会長は、部会長を補佐し、部会長に支障があるときは部会長の職務を代行する。 
(5)会計監査は、本部会の会計の監査を行う。 
 
6.運営委員会委員の選任 
(1)部会長、副部会長、運営委員及び会計監査は、学会正会員の部会員の選挙で選ばれる。 
ただし、事業上の必要がある場合は、部会長の指名により若干名の運営委員を追加する
ことができる。 
（注）当面は運営委員を部会員による選挙で選び、その他の役員については、運営委員
会からの推薦を基にした部会員の信任投票で選任することとする。（第 4 回総会決定） 

(2)部会長、副部会長、運営委員及び会計監査の任期は 2 年とし、再任を妨げない。 
(3)幹事は、部会長が副部会長と協議の上運営委員の中から選任する。 
 
7.変更 
本内規の変更は、運営委員会での承認を要する。 
 

以上 



資料２ 
 
 
日本原子力学会 保健物理・環境科学部会 
第 2 期（平成 14 年～15 年度）委員名簿 
 
【役員】下線；第 1 期より継続 

部会長  小佐古敏荘（東大） 
  副部会長 内田 滋夫（放医研) 
  会計監査 宮崎振一郎（関電） 
 
【運営委員】25 名 ○幹事 11 名 下線；第 1 期より継続 
  天野 光（原研）  ○飯田孝夫（名大）   生瀬博之（三菱マテリアル） 
 ○内田滋夫（放医研）  占部逸正（福山大） ○金子正人（放影協）  
 ○近藤健次郎（高エ研） 篠原邦彦（サイクル機構） 
 ○小佐古敏荘（東大） ○下 道国（藤田保健衛生大） ○杉浦紳之（東大） 
  塚田祥文（環境科研） 野口 宏（原研）       服部隆利（電中研）  
  早田 勇（放医研）  二ツ川章二（RI 協会）   ○福井正美（京大）  
 ○本間俊充（原研）   三浦太一（高エ研）    ○宮崎振一郎（関電）  

宮部賢次郎（サイクル機構） 森澤眞輔（京大）   森嶋彌重（近大） 
○山西弘城（核融合研） 山本英明（原研） 

 
【事務局】下線；第 1 期より継続 
  飯本武志（東大） 高橋知之（京大） 
 
 
【学会委員】（任期満了時期は翌年度の 6 月頃） 
  企画委員      本間俊充（原研）  平成 13 年～15 年度 
            二ツ川章二（RI 協会）平成 15 年～17 年度 
            杉浦紳之（東大）  平成 16 年～18 年度（新） 
  学会誌編集委員   金子正人（放影協） 平成 13 年～15 年度 
            杉浦紳之（東大）  平成 13 年～15 年度 
            山本英明（原研）  平成 15 年度～17 年度 
  学会プログラム委員 山西弘城（核融合研）平成 14 年～16 年度 
 
【学会から要請された臨時委員会等の委員】（平成 14～15 年度分） 

原子力安全研究特別専門委員会  二ツ川章二（RI 協会）山澤弘実（原研） 
JCO 事故調査委員会  本間俊充（原研） 
企画委員会原子力二法人統合検討 WG   野口 宏（原研） 

  企画委員会平成 15 年度学会予算改善 WG  宮崎振一郎（関電） 
  編集委員会学会誌モニター  上蓑義朋（理研）塚田祥文(環境科研） 

二ツ川章二（RI 協会）三浦太一（KEK） 
宮崎振一郎（関電） 

 
以上 



資料３ 
 
 

部会内規第 6 条に基づく部会長、副部会長及び運営委員の選任方法 
（第 4 回総会にて採択）について 

 
１．改選の考え方 
運営委員会における審議の継続性を考え、第 2 期運営委員の半数程度を再任とする。 
また、学会委員（企画委員、学会誌編集委員、プログラム委員）の任期が継続している

運営委員を再任とする。 
 
 
２．手続き 
①運営委員会にて第 3 期で再任となる委員を決定 
②部会員より、第 3 期新規運営委員の立候補者、推薦者を募集 
③新規及び再任運営委員の信任投票 → 封書または E-mail にて 
 → 全部会員の過半数の反対で不信任（それ以外はすべて信任＝定員なし） 
④新旧合同運営委員会にて第 3 期部会長及び副部会長、会計監査を選任 
⑤2004 年春の年会部会総会にて第 3 期部会長、副部会長、運営委員及び会計監査を承認 
⑥第 3 期部会長と副部会長の協議により、幹事を選任 

 
 
 
 
◎第３期（平成 16～17 年度）保健物理・環境科学部会 
運営委員会 委員（確定） 
 
天野光（原研） 飯田孝夫（名大） 生瀬博之（三菱マテリアル） 
植頭康裕（サイクル機構） 内田滋夫（放医研） 占部逸正（福山大） 
小川喜弘（近大） 金子正人（放影協） 木名瀬栄（原研） 
小佐古敏荘（東大） 下道国（藤田保健衛生大） 杉浦紳之（東大） 
塚田祥文（環境科研） 外川織彦（原研） 服部隆利（電中研） 
福井正美（京大） 二ツ川章二（RI 協会） 本間俊充（原研） 
三浦太一（高エ研） 宮崎振一郎（関電） 山澤弘実（名大） 
山西弘城（核融合研） 山本英明（原研） 米原英典（放医研） （24 名） 
 
 
【総会承認事項】 
部会長 候補；内田滋夫（放医研） 
副部会長候補；飯田孝夫（名大） 
副部会長候補；本間俊充（原研） 
会計監査候補；    （  ） 
 
 

以上 



資料４ 
 

平成 15 年度決算見込みと平成 16 年度予算（案） 
 

◎予算関係の承認手続（学会） 
部会運営委員会案の提出：平成 16 年 1 月 14 日（水） 
総務財務委員会 ①1 月 20 日（火）申請集計と予算素案審議 
        ②2 月 17 日（火）１次予算案審議 
        ③3 月 9 日（火）２次予算案審議 
理事会 ①1 月 27 日（火）申請集計と予算素案審議 
    ②2 月 24 日（火）１次予算案審議  
    ③3 月 16 日（火）理事会決定 
通常総会 6 月 22 日 承認審議 

 
◎部会「運営委員会」承認事項（平成 16 年 1 月 13 日） 
【平成 15 年度支出見込み】 
収入 
 配布金＝113,000 円（部会員数） 
 寄付金＝122,400 円（天野様、高橋様、吉澤様、三浦様の４氏より） 
支出 
 講師謝金 ＝19,760 円（秋 8,760 円、春 11,000 円（予定）） 
 会員管理費＝60,000 円（名簿管理費、学会に定額支払） 
 その他 ＝ 25,110 円（秋大会予稿作成送付、放射線工学部会と折半） 
平成 15 年度収支尻＝ 130,530 円（残の予定） 
 
平成 14 年度からの繰越金＝174,250 円 を合わせて、 
合計 304,780 円 を平成 16 年度に繰越予定 
 
【平成 16 年度予算】 
収入 
 配布金＝113,000 円（平成 15 年度実績） 
支出 
 講師謝金・旅費 ＝100,000 円（秋 50,000 円、春 50,000 円） 
 会員管理費   ＝ 60,000 円（名簿管理費、学会に定額支払） 
 セミナー補助金 ＝100,000 円（例年通りの枠取） 
 予備費     ＝ 50,000 円 
平成 16 年度収支尻 ＝ △197,000 円（マイナス） 
 （繰越金の予定額が、304,780 円あるので OK) 
 
（注 1）基本的に学会側が単年度締め予算制をとっているので、繰越金は収入の枠に入れな
いよう。したがって、予算上収支尻がマイナスになっても、繰越金を含めて考えれば問題
なし。 
 
（注 2）平成 14 年度から、残額の 25％が 10 万円を超えると、超過分を学会に返納するル
ールが発効しています。＝40 万円までの繰越が限度 
 
（注 3）繰越金の使途に関する部会長と副部会長からの提案として、近隣諸国の研究者 2-3
名を H16 年秋の大会に招聘し、この講演を軸とした企画セッションを計画する案あり。 



資料４（追加） 
 

資料４の注 3 に関する企画の年度内開催について 
 

平成 16 年 1 月 14 日に財務委員会に提出した資料 4 および資料 5 に基づく平成 15 年度支出
見込みに関して、変更があった。 

 
①学会事務局より、原則的に繰越金は 40 万円まで認められるが、恒常的な繰越がある場合には 
  次年度予算配分に影響が出るおそれがある旨の情報あり 
②資料 4 によれば、30 万円程度の繰越金が予定されているため、ある程度は今年度中に使用し 
  ておいたほうがよいとの判断 
③（注 3）に関して、その後の運営委員会において、正式に計画が認められたこと 

 
以上の状況を背景に、今年度中に（注 3）に関するシンポジウムを開催することを、部会長及び副
部会長の提案により運営委員会にて再度審議、以下のワークショップが承認された。 
 
-------------------------------------------------------------------------------- 
原子力国際ワークショップ 第１回「台湾」  
 日時；平成 16 年 2 月 28 日（土）13 時 30 分～17 時 
 場所；東京大学原子力研究総合センター本館 5 階 505 室 
 講演１「台湾における原子力発電への日本の協力の現状」 
        日本原子力産業会議 政策企画本部マネージャー 高橋誠一郎氏 
 講演２「台湾の原子力事情に関する最新情報」 
        核能科技協進会常務取締役 輔仁大学兼任教授   謝牧謙氏 
--------------------------------------------------------------------------------
原子力国際ワークショップ 第２回「韓国」 
 日時；平成 16 年 3 月 12 日（金）13 時 30 分～17 時 
 場所；東京大学原子力研究総合センター本館 5 階 505 室 
 講演１「韓国の原子力産業の現状：海外への積極的展開」 
        日本原子力産業会議 アジア協力センターマネージャー 中杉秀夫氏 
 講演２「韓国の原子力事情に関する最新情報」 
        韓国水力原子力発電株式会社（KHNP） 原子力環境技術研究所 
        放射性廃棄物研究グループ長 申相云氏 
-------------------------------------------------------------------------------- 
 
上記ワークショップに関する収支は以下の通り 
【収入】                          0 円（コピー配付のため資料代は請求せず） 
【支出】 
１．講師旅費  謝牧謙氏 73,000 円 
２．講師旅費  申相云氏 78,500 円 
                      合計 151,500 円 
 
（注） 以下の講演謝金を「東京大学原子力研究総合センター」より支給 
       外国人講師 36,000 円 × 2 名 ＝  72,000 円 
       日本人講師 20,000 円 × 2 名 ＝  40,000 円 
                        合計  ＝ 112,000 円 

 
以上 



資料７－１ 
 

日本原子力学会 春の年会・秋の大会関係 
 
①平成 15 年秋の大会 

合同企画セッション（放射線工学部会，保健物理・環境科学部会） 
「放射線障害防止法改定の意義と現場の対応」（9 月 24 日（水）13:0～17:00 Ｃ会場）  

   総合司会（ＫＥＫ）三浦  太一 
   座長 （九大）石橋健二 
 (1)新しい放射線障害防止法の概要          （文科省）茶山  秀一 
 (2)新しい放射線障害防止法の論点とその考え方    （東大）小佐古敏荘 
  座長 （東大）飯本武志 

(3)新法令に対する現場での対応と今後の論点 
1)全体論                    （東北大）中村 尚司 
2)加速器施設                  （ＫＥＫ）伴  秀一 
3)加速器＆ＲＩ施設                 （理研）上蓑 義朋 
4)ＲＩ施設                     （京大）五十棲泰人 
5)ＲＩ施設                （サイクル機構）浅野 智宏 
6)医療施設                  （自治医大）菊地  透 

 (4)ＲＩ廃棄物のクリアランス及び処分に係る課題    （原研）大越  実 
  座長 （アイソトープ協会）河田 燕 
 (5)総合討論 
 
②平成 16 年春の年会 
 合同企画セッション（バックエンド部会、保健物理・環境科学部会） 
 「放射性廃棄物地中処分と生態圏影響評価」（3 月 30 日（火） 9：00～12：00 F 会場）  
  座長 （放医研）内田滋夫、（原研）木村英雄 
（1）放射性配意異物処分における線量基準の考え方         
             （東大）小佐古敏荘 
（2）放射性廃棄物処分の安全評価における諸問題          
             （原研）木村英雄 
（3）廃棄物処分と環境防護                    
             （放医研）土居雅広 
（4）地層処分における生物圏評価のためのレファレンスバイオスフェアの考え方 
             （原環機構）内藤守正 
（5）総合討論  
 



資料７－２ 
 

部会主催または共催のシンポジウム等 
 
 

①電力中央研究所（低線量放射線研究センター） 主催 
低線量放射線影響に関する国際シンポジウム  
 「低線量放射線の健康影響－がんリスクの有無」 
 平成 15 年 10 月 15 日 経団連ホール（経団連会館 14 階） 
 

②保物セミナー2003 実行委員会 主催 
 「保健物理の歴史的変革（案）」 
 平成 15 年 11 月 20 日 ホテルエルイン京都 

 
③高エネルギー加速研究機構放射線科学センター等 主催 

 第 5 回「環境放射能」研究会 
 平成 16 年 3 月 2-4 日 高エネルギー加速器研究機構 3 号館セミナーホール 
 

④保健物理・環境科学部会等 主催 
  「原子力国際ワークショップ 第１回「台湾」 」 

 平成 16 年 2 月 28 日（土） 東京大学原子力研究総合センター本館 5 階 505 室 
 
⑤保健物理・環境科学部会等 主催 
  「原子力国際ワークショップ 第２回「韓国」」 
  平成 16 年 3 月 12 日（金） 東京大学原子力研究総合センター本館 5 階 505 室 

 
 

以上 



資料８ 

 
 
 



 



 


